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【コース９】 出発進行！川根路をお茶で旅するコース

コース詳細

START 大井川鐡道 門出駅

▼

▼

▼

【KADODE OOIGAWA まで】 徒歩：１分

KADODE OOIGAWA

「静岡県下最大級の緑茶・農業・観光の体験型フードパーク」がキャッチフレーズ。お茶については、自分がお茶っ

葉になって製造工程を体験する「緑茶ツアーズ」や飲みたいお茶が見つかる「緑茶診断」、見つけたお茶を気軽に淹

れて、持ち帰れる「B.I.Y スタンド」、蛇口からお茶が出てくる「緑茶水道」など、楽しみながらお茶を知る、学ぶたくさん

の仕掛けがある。

できること

○KADODE 茶フェス

開催日時：４月 29日～５月８日の 9:00～16:00

開催場所：屋外イベントスペース

内容：・淺蒸し、深蒸し、ほうじ茶の３種飲み比べセットを販売（アイス）。

・急須で淹れる究極のお茶割りを販売。

・新茶（リーフ）の物販。その他、露店など出店予定。

＊５月７、８日は、金谷茶まつり保存振興会による茶娘踊り披露。

○「緑茶ツアーズ」

自分がお茶っ葉になって製茶行程を体験する茶工場アトラクション。お茶４種飲み比べとミニ茶碗プレゼント付き。

○「緑茶 B.I.Y スタンド」

16 種の茶葉×温度×時間で、味・香り・水色の違いを楽しめる手軽なお茶淹れ体験。特製ミニボトル付き。

○「MANDARA茶の量り売り」

・「蒸し」と「火入れ」を段階別に組み合わせた

16種類の緑茶MANDARA茶の内、4種類の茶葉を量り売り販売（４月 29 日～５月 15日）。

▼

▼

▼

【朝日園まで】 電車：24 分

大井川鐡道 大井川線（千頭行きまたは家山行き）

門出駅～家山駅 自家用車：19 分（15km）

地域 中部（島田市・川根本町）

コース概要
大井川鐡道で大井川を遡りながら、いよいよ新茶シーズン到来の山場の茶産地 川根を楽し

むコース。

対象 お茶マニア・お茶ビギナー

ポイント

・KADODE OOIGAWA の「緑茶ツアーズ」で茶工場のお茶っ葉を疑似体験できる

・大井川鉄道の車窓から、久野脇の集落で、いたるところで茶畑の景色が楽しめる。

・茶茗舘では庭園を眺めながら、ゆっくり川根茶を味わえる。

・塩郷の吊橋や茶茗舘広場から、時間によっては SL が走る姿を見ることができる。



朝日園

朝日園 駅前本店は、大井川鐡道家山駅前にあるお茶屋。店内には囲炉裏があり、どこか懐かしい雰囲気。大

井川流域のお茶、浅蒸しと深蒸しの両方を扱っているので、店員さんに相談しながら試飲して、お好みを探すことが

できる。

静岡県立島田商業高校２年生（2018 年度）と共同開発したお茶ふりかけ「ふり茶け」は、緑茶をベースにあおさ

やわかめが入り、おにぎりにしても楽しめる商品。

できること

①「新茶フェア」として、各種新茶を試飲しながら購入できる。

②地元高校生と共同開発したお茶ふりかけ「ふり茶け」が購入できる。

▼

▼

▼

【塩郷の吊り橋まで】 電車：16 分

大井川鐡道 大井川線（千頭行き） 家山駅～塩郷駅＋徒歩：１分

自家用車：11 分（8.8km）

塩郷の吊橋

所在地：榛原郡川根本町塩郷（大井川鐡道 塩郷駅より徒歩１分）

駐車場：あり（「塩郷の吊橋 P」の標識）

大井川にかかる最長の吊橋で、長さは 220m。民家、県道、線路、大井

川を眼下に見ながら対岸へ渡る。タイミングが合えば SL を真上から眺めら

れる。

対岸は久野脇（くのわき）という集落で、時間があれば集落内の散策もお

すすめ。橋の近くにお休み処「まきや」がある。

できること

①大井川最長の吊橋を渡る。タイミングが合えば大井川鐡道の SL が通過するのを眺めることができる。

②橋を渡った久野脇集落で茶畑を眺めながらの散策を楽しめる。

▼

▼

▼

【フォーレなかかわね茶茗館まで】電車：16 分

大井川鐡道 大井川線（千頭行き）塩郷駅～駿河徳山駅＋徒歩：10 分（800m）

自家用車：13 分

フォーレなかかわね茶茗舘

川根本町と川根茶に関する知識を深めてもらうことを目的につくられた施設。現在は、多くの方が気軽に立ち寄れ

る道の駅に認定されている。

できること

①日本庭園をのぞむ茶室で川根茶のおいしい淹れ方を体験。一煎から三煎までゆっくり味わえる。

②茶業の歴史を展示した郷土資料館を無料で観覧できる。

③お土産処「緑のたまてばこ」で、地元生産者のお茶や野菜、加工品などのお土産を購入できる。

④時間が合えば、施設前の広場から対岸を走る SL を眺めることができる。



各店情報

▼

▼

▼

【駿河徳山駅まで】徒歩：10 分（800m）

※自家用車の方

足を延ばして生粋川根茶 澤

本園へ

GOAL 駿河徳山駅

地域：中部 新茶フェア：パートナー店 種別：観光施設

施設・店舗名 KADODE OOIGAWA

住所 〒428-0008 静岡県島田市竹下 62

定休日 第 2火曜日（臨時休館有り）

営業時間 9：00～18：00（一部エリアは異なる）

電話 0547-39-4073

ホームページ kadode-ooigawa.jp/

内容

○KADODE 茶フェス

開催日時：４月 29日～５月８日の 9:00～16:00

開催場所：屋外イベントスペース

内容：・淺蒸し、深蒸し、ほうじ茶の３種飲み比べセットを販売（アイス）。

/・急須で淹れる究極のお茶割りを販売。

/・新茶（リーフ）の物販。その他、露店など出店予定。

＊５月７、８日は金谷茶まつり保存振興会による茶娘踊り披露。

＜館内体験・販売＞

○「緑茶ツアーズ」

自分がお茶っ葉になって製茶行程を体験する茶工場アトラクション。お茶 4 種飲み比べ

とミニ茶碗プレゼント付き。1回 500 円、所要時間 15～20分。

○「緑茶 B.I.Y スタンド」

16 種の茶葉×温度×時間で、味・香り・水色の違いを楽しめる手軽なお茶淹れ体験。

特製ミニボトル付き。1 回 500 円。9:00～18:00（現在、平日は～17:00）

○「MANDARA茶の量り売り」

・「蒸し」と「火入れ」を段階別に組み合わせた 16 種類の緑茶 MANDARA 茶の内、4 種

類の茶葉を量り売り販売（４月 29 日～５月 15 日）。自分好みのお茶を見つけられる。

駐車場 あり

予約 不要



画像データ

＜緑茶ツアーズ＞

＜緑茶 B.I.Y スタンド＞

＜外観＞

＜MANDARA茶の量り売り＞



地域：中部 新茶フェア：パートナー店 種別：茶販売店

施設・店舗名 朝日園 駅前本店

住所 〒428-0104 静岡県島田市川根町家山 372-1

定休日 無休

営業時間 9：00～17：00

電話 0547-53-2058

ホームページ https://www.tea-asahien.com

内容
〇新茶フェアとして、各種新茶を試飲しながら購入できる。

〇地元高校生と共同開発したお茶ふりかけ「ふり茶け」が購入できる。

駐車場 あり

予約 不要

画像データ
＜店舗外観＞ ＜囲炉裏端での呈茶＞

＜ふり茶け＞ ＜ふり茶けのおにぎり＞



地域：中部 新茶フェア：パートナー店 種別：観光施設

施設・店舗名 フォーレなかかわね茶茗舘

住所 〒428-0312 静岡県榛原郡川根本町水川 71-1

定休日
通常は水曜日、祝日の翌日。

※お茶まつり期間中５月２、６、11 日が休みのため注意。

営業時間 10：00～16：30（呈茶受付は 16:00 まで）

電話 0547-56-2100

ホームページ https://chameikan.jp

内容

○川根茶淹れ方体験

川根茶のおいしい淹れ方を、一煎から三煎まで体験できる。

開催日：休館日以外は毎日（常設体験） ※体験の時間予約はできない。

体験料：300 円 ※入館料は無料

※その他、館内では川根紅茶を飲むことができる（300 円）。

○郷土資料館

川根本町のお茶と歴史を学べる。観覧無料

○お土産処「緑のたまてばこ」

・町内生産者のお茶は、手頃なものから高級茶まで品揃えが豊富。

・川根茶を使った手作りクッキーやアイスなどの加工品、地元農産物の特産品など。

駐車場 あり

予約 不要



画像データ

＜お茶セット＞

＜川根紅茶＞

＜茶茗舘外観＞



プラスしてもっと楽しむ 寄り道スポット

地域：中部 新茶フェア：パートナー店 種別：茶販売店

施設・店舗名 生粋川根茶 澤本園

住所 〒428-0416 静岡県榛原郡川根本町田代 261

定休日

無休

※4、5、6 月は月～木が店舗休業。金土日のみ営業となる。

※工場や通信販売は通常どおり営業。

営業時間
平日・土曜日 8：30～17：00

日曜日・祝日 9：30～16：30

電話 0547-59-2136

ホームページ https://www.kawanecha.co.jp

内容

お茶好きさんには愛読者が多い漫画『茶柱倶楽部』（著：青木幸子／芳文社）。

主人公の実家のモデルが澤本園の店舗。実物を見て納得！

文政 13年（1830 年）には、すでに茶商を営んでいたという老舗茶商。

○新茶販売

この時期のおすすめは「一番つみ荒茶」。手摘みの高品質なお茶をあえて火入れせず

に販売する、この時期限定のお茶。生新茶の香りが楽しめる。

「八十八夜摘」は、香り、味、渋みのバランスがよく、リピーターが多いお茶。

画像データ

＜店舗外観＞ ＜一番つみ荒茶＞



モデルコース一覧

①大河ドラマの舞台“ぶしのくに静岡県”の伊豆の国をめぐるコース（東部：伊豆の国市）

②沼津茶の礎を築いた郷土の偉人・江原素六を知るコース（東部：沼津市）

③大迫力の富士山とお茶を楽しむコース（東部：富士市・富士宮市）

④徳川家康が愛した静岡茶をめぐるコース（中部・静岡市）

⑤お茶の香ただよう茶問屋街、茶町界隈ぶらり散歩コース（中部・静岡市）

⑥ちゃっきりぶしと清水港から海を越えた静岡茶コース（中部：静岡市）

⑦新しくなったとんがり屋根と新茶香る藤枝茶町コース（中部：藤枝市）

⑧日本三大玉露産地・岡部で和の風情を味わうコース（中部：藤枝市）

⑨出発進行！川根路をお茶で旅するコース（中部：島田市・川根本町）

⑩牧之原台地で「茶の都しずおか」を見る、知る、味わうコース（中部：島田市・牧之原市・菊川市）

⑪e バイクで海へ茶畑へ「御前崎つゆひかりカフェ」めぐり（西部：御前崎市）

⑫お茶摘み・絶景・茶スイーツ！掛川茶まるごと楽しむ２日間コース（西部：掛川市）

⑬遠州森町で茶縁結び！お茶屋めぐりと小國神社お参りコース（西部：周智郡森町）

⑭遠州三山と門前のお茶めぐりコース（西部：袋井市）

⑮天竜・浜松こだわりのお茶めぐりドライブコース（西部：浜松市）

※その他のコースの詳細については世界お茶まつり 2022 公式ホームページにて御確認ください。


